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「チョルーラ神殿にて」「ナイアガラ」翻訳

行

作者について

イスパノアメリカ初のロマン主義詩人とも称され、故郷キューバのスペイン

からの独立運動にかかわって亡命生活を送り、キューバの愛国詩人としても評

価されるホセ。マリーア・エレディアは、1803年 12月 31日 、キューバ島東部の

町サンティアゴ・デ・クーバにて生まれた。とはいえこの事からすぐさま、エ

レディアが生まれながらにして「キューバ人」であったと、短絡的にそのナショ

ナル・アイデンティティを決定しては問題が生ずる。というのもイスパノアメ

リカ諸国のスペインからの独立運動が活発化する以前のこの時期、スペイン系

白人 (ク リオーリョ)の移動は現在の国境線内に限定されるものではなかった
からだ。

ホセ 。マリーアの父ホセ・フランシスコ・デ・エレディアはスペイン領ドミ

ニカの出身であり、黒人革命を達成したハイチによるドミニカ侵攻 (1801年 )

を逃れて、プエルトリコ、ベネズエラを経て、1803年 3月 にサンテイアゴ・デ・

クーバヘと移ってきたばかりであつた
*1。 その後ホセ◆フランシスコは植民地政

府の司法官に任命され、ジャマイカ、西フロリダ、カラカスに赴任。その間何

度もキューバに滞在している。特にフランシスコ・デ・ミランダとシモン・ボ

リーバルによる最初の独立運動が失敗した直後のカラカスに赴任したときには、

反政府運動に生温すぎると批判を受けるほど現地の感情に理解を示しながら、

植民地政府と現地勢力が平和的に和解するよう努力を怠らなかつた。後年、カ

ラカス出身の詩人にして当代きつての大人文学者アンドレス・ベリヨは、息子

エレディアの『詩集』を評した文章で、特に一段を割いてホセ・フランシスコ

*tLazo, Raimundo. "Jos6 Maria Heredia, el gran poeta cubano de la naturaleza y de la
patria", Jos6 Maria Heredia, Poesias corupletas. M6xico D. F.; Editori aIPorrha,1985 (2a ed.).
po. IX-X.
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花
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への感謝の念を表明したほどである
*2。 かといつて、ホセ・フランシスコが独立

派だつたということではない。スペイン政府に忠実な保守主義者であり、だか

らこそ「祖国」のために最善と思われる融和策を採ったのだが、その試みが失

敗に終わった後は、幻滅と中傷に苦しめられる日々が続いたようである
*%ホセ・

フランシスコは最終的にメキシコに移住。ここでスペイン中央政府から派遣さ

れる司法官から、現地副王領聴訴院の刑事事件担当判事となり、1820年に死去

している。ホセ・フランシスコのこのような任地の移動は、現代人の目にはき

わめて国際的なものに思われるが、実際には当時のスペインの行政区分である

ヌエバ・エスパーニヤ副王領の中の移動であって、決して特別なことではなかつ

た。

ホセ・マリーアもまた、こうした家庭の事情もあって、ハバーナとメキシコ

の大学に通い、法律を学んでいる
*4。 父の死の翌年、1821年にハバーナに戻り、

ハバーナ大学で学位を取得。亡き父からは新古典主義に基づいた教育を受け、

自身はメキシコ時代から英仏のロマン主義作家を愛読し、両派の混清をベース

とする、19世紀初頭イスパノアメリカ知識人を特長づける教養を身につけたと

ころは、ベリョとも共通する
*5。 また代表作「チョルーラ神殿にて」を合む作品

を執筆 。発表し始めたのもメキシヨ時代であり、ハバーナに戻つてからは雑誌

を発行したり、翻訳した劇が上演されたりと、作家として順調な活動を開始し

たかに思われた
*6。

しかしこの頃、メキシコやキューバを取り巻く環境も、大きく変わり始めて

*2 Lazo,op.cit.,pX.お よび Bello,And“ s.Ob%s`θ 2クル′α島物 πθ Ⅸ :■″πsグι θπ′たα

′グιι%αんα.Caracas:La Casa de Bello,1981(2a ed.),pp.241-242.
米3ホセ 。フランシスコが晩年中傷に苦しめられたことについては、息子エレディアが1820年、父の

死と前後する時期に書いた2篇の詩 (「自髪となった我が父に A mi padre encanecido en la fuel‐ za

de su edad」 「父の性格 Caracter de mi padre」 )で言及している。
*4ヵ
ラカス大学でも学んだというのが通説だが、在学記録は見つかっておらず、チャコン=イ =カ

ルボは証拠に乏しυヽとしてレヽる。Chac6n y Calvo,JoS6 A/1aria.Esι %蒻θs力ι″蒻απθs.La Habana:

Editorial Letras Cubanas,1980,p.116.
*5Lazo,op.cit.,p.X.チャコン=イ =カルボは、エレディアの教養の原点として、a)若き日のメ
キシヨ滞在中に形成された人文主義的教養、b)サラマンカ派詩人の影響、c)偽オシアン、バイ
ロン、ラマルテイーヌらロマン主義作家への関心の3点を挙げている。Chac6n y Calvo,″ .ι′′,
pp.118-119.参 照。なお、エレディアにおけるホラテイウスら古典詩人の影響については、乃に,

pp.109-143.参 照。またカリーリャは、後世の評価とは逆に、エレデイアが自らロマン主義者をもっ

て任じたことはなかつたと指摘している。Carilla,Emilio.Zα ′′ιθπιπz励 ルグπグのιπルπ滋
力れ蛇πθαπι″

“
ηα.Buenos Aires:EUDELへ,1964,pp.117-121.参 照。

*6 valdё s y De Latorre,Emilio.“ Jos6 Ma五 a Heredia y HeК dia(Noticia biografica)",Jos6

Ma消 a Heredia y Heredia,■ πιθ;oζα 7zι /ι∂Jαηα La Habanal Cons● o COrporativo de

Educaci6n,Sanidad y Beneficencia,1939,pp.XXII‐ XXIII.
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いた。1820年 以前、両地域において独立派は決して優勢ではなかつた。ナポレ

オン軍のスペイン侵攻に始まる動揺は、これらの地域にも当然波紋を投げかけ

た。しかし1810年に始まった貧困層やインディヘナを中心とするメキシコの独

立運動は、大土地所有者を中心とする富裕クリオーリョの協力を得られず、1810

年代末には抑え込まれつつあった*7。 キュ_バではこの時期、独立運動はほとん

ど盛り上がりをみせなかった。セビーリャ=ソ レールはその原因として、キュー

バでのスペイン本国出身者とクリオーリョの間の格差の小ささ、クリオーリョ

による支持の重要性を認識していた植民地当局による、中央政府優位は変わら

ぬにしても、クリオーリョの政治参加をできるだけ認めるという政策、スペイ

ン人とは異なるものと自己定義するようなアイデンティティ意識の希薄さ、貿

易に基づく経済的な繁栄、そしてハイチ革命の記憶から来る、独立戦争の混乱

が最終的にはクリオーリョ自体に致命的な打撃を与えるのではないかという不

安を挙げている
*8。

この間スペイン本国では、フェルナンド7世が復位、スペイン独立戦争中に高

まりをみせた自由主義運動に対して弾圧を行う、保守反動政治を展開していた。

しかし南米諸国の独立による経済的打撃や政治的混乱のため、フェルナンドに

対する不満が高まり、1820年には叛乱がスペイン各地で勃発。フェルナンドは

同年 3月 、自由主義的な 1812年憲法の復活を認めた。

これが皮肉なことに、メキシコの状況を大きく変える。メキシヨ人全て (先

住民等のマイノリティ集団は除く)に参政権を与えるという自由主義的な政策
は、現地クリオーリョ富裕層が従来享受していた政治的特権を奪い取るもので

あり、また先住民への強制労働の禁止も、大土地所有者の利益を損なうもので

あつた。ここに至ってクリオーリョ富裕層も、独立に一気に傾くこととなる。

その結果が 1820年、イトゥルビデの発表したイグアラ綱領の下での、独立派大

同団結であった
*9。

これに対してスペイン中央政府は、メキシヨの独立を阻止するための前線基

地として、キューバを利用する。キューバはこの後、メキシコに取り残された

スペイン副王領政府と軍隊を、経済的 。軍事的に支援することを求められるよ

うになる。この当時、ヌエバ 。エスパーニャ副王領の軍管区司令官代理を務め

*? Sevilla Soler, Maria Rosario. Las Antillas y la ircdependencia de la Amlrica Espanola
(1806-1826). Madrid, Sevilla: Escuela de Estudios Hispano-Americanos, 1986, p. 18.

"' Ibid., pp. 6-9.
*e lbid, pp. 18-19.
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ていたのは、自由主義派のフランシスコ。レマウルであつた。しかしイトゥル

ビデの下に集結したメキシコ独立派は圧倒的に優勢で、レマウルら副王領軍は、

サン 0フ アン・デ・ウリョアに孤立し包囲された状態にあり、もはやメキシヨ

独立は事実上達成されたも同然であつた
*10。 かくして 1821年、メキシコでは制

憲議会が招集され、22年にはイトゥルビデが皇帝に選出される。

スペイン本国の政変は、メキシコだけでなく、キューバの状況にも波紋を投

げかけた。先に述べたように、キューバでは独立運動はそれほど盛んではなく、

また1811年 に発覚した黒人による叛乱計画がハイチの記憶を甦らせたこともあ

り、それまで大きな騒乱は発生していなかつた
*11。 フェルナンド7世の復位後、

保守反動政治が行われていた間、イスパノアメリカにおけるスペイン支配最後

の砦となつていたキューバは、中央政府によるキューバ優遇政策のおかげで、

経済的にも恵まれた状態が続いていた。その結果当然ながら絶対王政を支持す

る保守主義者が優位に立ち、自由主義者・独立支持者も、表立った活動は行つ

ていなかつた*2。

1820年 の政変は、この状況に激変をもたらす。自由主義者は今度は優位に立

つことになつたが、それはスペイン本国の動きの結果であつた。保守主義者は、

それまでのキューバの繁栄はフェルナンド7世の絶対王政のおかげであり、自由

主義者はこれに敵対する存在だとして、自由主義政府に反対するキャンペーン

を張つた。この中で保守主義者は、自由主義者はキューバの独立を目指し、こ

れによつて結果的にはキューバに害を為そうとしていると主張。自由主義者は

逆に、自分たちはスペイン本国の動きを受けて政権を握つているのだとして、

独立派という「中傷」に反論。自分たちこそが正統なスペイン支持者であると

主張して、双方が争うことになうた。この論戦が、自由主義的本国政府が印刷

出版の自由を布告したことによつて可能になったという事実が、事態の皮肉さ

を強調している
*13。

こうした状況下の1822年、キューバではスペイン議会への代表を選ぶ選挙が

実施され、自由主義派の代表が選出される。これに保守派が激しく抵抗、妨害

工作を繰り広げ、さらにはクリオーリョ兵の排除を要求するキューバ駐留スペ

イン軍の急進派と共同で叛乱を起こすという結果になる。ここには奇妙なねじ

*10」ろグd,pp.18-22.

・1l fbJd,pp.73-76.

*12 fb虎スタpp.84‐ 85.
*131ιグd,pp.38-93.
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れが存在する。保守派はスペイン本国の政策変更によって、キューバ優遇策が

なくなり、利益が損なわれると考えたからこそ、反自由主義闘争を行っていた。

そこには本国の政策に対して、クリオーリョの自治を求める意識が存在する。

一方自由主義派が政権を握つたのは本国の政変の結果であるが、選挙で選ばれ

た代表がみな自由主義派だつたということは、キューバ人の間に自由主義が根

付いていたことを示している。そして自ら選んだ代表を、保守派がクーデター

を起こしてまで退けようとしたとき、初めて市民たちが武器を取り、「スペイン

人くたばれ ! 独立万歳 !」 の叫びと共に、衝突が起こつたのである。スペイ
ン政府が、両派のいずれも支持していなかったことは、注目に値する。実際キュー

バの軍管区司令官代理セバスティアン・デ。キンデランは両者の仲裁に奔走し、

衝突の拡大を防ぐのに成功するのである。とはいえこの事件は、スペインから

派遣されてきている軍隊に対する、クリオーリョの不信を育むこととなつた
*M。

しかしスペイン史においては「改革の3年間」と呼ばれるこの状態も、長くは

続かなかつた。スペイン本国では自由主義者が穏健派と急進派に分かれて混乱

が生じ、さらに国王支持派がゲリラ活動を開始。またスペインにおける革命活

動が活発化し、それが周辺諸国へ波及して行くことを恐れたウィーン体制下の

列強は、1822年フランスに軍事干渉を要請。23年 「聖ルイの 10万の息子たち」

と呼ばれたフランス軍がスペインに侵攻し、国王はフェルナンド7世のままだが、

再び自由主義活動は弾圧され、反動政治が行われるようになる。

旧体制の復活を目指すフェルナンドは、イスパノアメリカにおける独立運動

を食い止めようと、改めて活動を強める。その一方で、メキシコで副王領政府

を代表して闘つていた自由主義派のレマウルは、自由主義派の拠点であるカディ

スがフランス軍の攻撃に陥落したとの報を受けると、絶対王制のスペインに仕

えるくらいなら、財産を持てるだけ持ってアメリカ合衆国に亡命した方がまし

だする手紙を記しながらも、現地で最善を尽くしていた。こうした状況下、キュー

バはスペインからの補充部隊と、メキシコから引き揚げる部隊が交錯する拠点

として、現地人ではない兵士で溢れかえることになる
*6。

エレディアは1821年、こうした政治的激動がまさに始まったその時期に、メ

キシコを離れ、ハバーナに戻つてきたのである。彼は「暴君」「専制」に抗し、

「自由」を求める闘いを称賛し、そのように行動するべく読者に檄を飛ばす詩

を、その詩作活動のごく初期にあたる 1820年から、早すぎた晩年といえる1835

*l― 」わ′て′,pp 94‐98.
*15 fιグ

`′

,pp.22-23.
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年まで、一貫して数多く残している。しかし彼が当初より、「スペイン支配」か

らの「キューバ人」解放を求めた作品を書いていたと思い込んでしまっては、

問題が生ずる。1820年に書かれた「自由スペイン Espaha libre」 においては、

フランス支配に抗するスペイン人の闘いが扱われているが、ここでエレデイア

はスペインを「祖国 patria」 と呼び
*16、 フェルナンド7世を讃えている。この

当時のエレディアは、明らかにスペイン領に住む者を一括するようなアイデン

ティティ意識を持つている。また「1820年 1820」 では、スペインの軍事体制を

称賛しているが、これはクーデターによって自由主義憲法を復活させた、本国

の動きを意識したものである。

「1820年」の自由主義憲法復活称賛と、「自由スペイン」のフェルナンド7世

支持は一見結びつかないようだが、エレディアにおいては、ナポレオン侵攻に

抗して行われたスペイン独立戦争中に達成された、1812年憲法に代表される自

由主義改革の成果が、フランス軍に対抗するスペインのイメージと密接に結び

つき、それが独立スペインのシンボルだつたフェルナンド7世とも切り離せない

ものとして意識されていたと考えられる。そのため 1820年当時のエレディアの

頭には、自由主義憲法支持=スペインに対する愛国心=フェルナンド7世支持と

いう図式が、存在していたのであろう。

す方僅か2年後の 1822年、メキシコの政治状況を念頭に書かれた「頌歌 Oda」

には、同様な政治意識が異なるニュアンスを加えて表れている。この作品は先

に述べた 1820年の政治的激変の末、事実上スペインからの独立を達成したメキ

シコにおいて、皇帝に即位したイトゥルビデに抗して書かれたものである。エ

レデイアはここで、メキシコのスペインからの独立そのものは批判していない

が、イ トゥルビデの反動政治を批判し、メキシコ人に対して暴君を倒し、自由

主義的な改革を行うようにと呼びかけている。「頌歌」執筆時のエレディアにとつ

て重要なのは、スペインに対する愛国心やフェルナンド7世支持からは切り離さ

れた自由主義の理想だつたのであり、メキシコの独立については積極的な支持

でも反対でもなく、現状追認という姿勢だつたといえる。

したがってそんなエレディアが、1823年までの「改革の3年間」において、

キューバにおける自由主義運動 (独立運動ではなく)に関わりを持ったことは、

不思議ではない。しかし23年にフェルナンド7世が反動政治を開始するとtキュー

バにおいても自由主義運動の弾圧が懸念されるようになる。その最中、ホセ 。

*16 Heredia, Poesias completas, p. 10.
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フランシスコ・レムスによつて率いられた独立運動が開始された。レムスはコ

ロンビアで独立運動に加わった経験を持ち、キューバに移住してから、ここで

「ボリーバルの太陽と光 Soles y Rayos de Bollvar」 と名乗る結社を組織して

いた。この結社はフリーメイソンの影響を受けた秘密主義を取っており
*「
、学

生と中流の下のクリオーリョ層、そして黒人を主たる構成員として、ハバーナ

を中心に、キューバ全土に拡がっていた。結社はボリーバルの下へ代表団を送

り、独立運動への援助を依頼したが、ボ リーバルは時期尚早としてこれを拒否。

そこで結社はキューバ人だけの力で独立を達成することを目指し、23年 8月 に

蜂起の予定を組み、キューバ人へは闘いへの参加を、スペイン人には戦闘の拒

否と独立への理解を求めるパンフレットを、ハバーナで広めた。これに対して

当局は素早く反応し、この運動に関わつたものが続々と逮捕され、蜂起は未遂

に終わった
*博
。

エレディアはこの運動に加わっていたが、その程度については明らかになっ

ていない。彼は「理性騎士団 Caballeros RaciOnales」 の一員となつており、

マタンサにおける結社の会合では中心的な役割を果たしていたとして、レムス

をめぐる調書にも名前が挙がっていた
*D。
蜂起計画が発覚すると、エレディア

も当局の追求を受け、友人に匿われて潜伏生活を送ることになる。自らの果た

した役割を過大評価していたエレディアは、報復を避けるべく、内戦を引き起

晰 フェルナンド7世が復位した1814年から1820年 に至る絶対王制下のスペインで、反スペイン的 。

親フランス派と見なされた自由主義者と、当時広まりつつあつたフリーメイソン団員は、厳しい

追及に晒されたが、それが両者を密接に結びつけることとなつた。また亡命スペイン人自由主義

者はイギリスに多く集まっていたが、この地ではフリーメイソンの活動が盛んであった (Sevilla
Soler,9ρ θグ′,pp.102-103.)。
一方イスパノアメリカ地域へのフリーメイソンの浸透は、主として貿易を通して行われたため、

リヴァプールやカディスといつた貿易港が重要な拠点となっていた。自由貿易を望む彼らは、当

然イスパノアメリカの独立派に接近していったが、同時にそのネットワークは、フリーメイソン

と接近していた自由主義派によつても利用された。こうした経緯によって、19世紀前半スペイン・

イスパノアメリカの自由主義結社は、フリーメイソン的な色彩を強く帯びることになったのであ
る∽ 滋,p.103)。 ロンドンのフランシスコ・デ・ミランダの屋敷は、ロギア・ラウタロ(Logia
Lautaro)、 別名大アメリカ連合(Gran Reuni6n Americana)、 またの名を理性騎士団(Sociedad
de CaballerOs Racionales)と いうフリーメイソン結社の本部でもあり、アンドレス・ベリョも
ここに属していた。ただしその活動への関与の度合いは不明である(Cussen,AntOnio.3ι肋 ノ
βθ″υακ traducci6n de Gustavo Diaz Solls.M(xico D F.:Fondo de Cultura Econ6rllica,

1998,p.50.)。
*18 Sevilla SOler,9ρ

 `グ′,106‐109.
*19 Chac6n y Calvo,″

.θれ pp.82-83.な お、チャコン=イ =カ ルボは、「理性騎士団」を「ボリーバ

ルの太陽と光」の1セ クションとしているが、注17で述べた「理性騎士団」の規模から考えて、どち

らかといえば、「太陽と光」が「理性騎士団」のセクションであったと見なすべきであろう。ただし

両者の具体的な関係は不明である。
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こす意志がなかつたことを、結社の代表であるかのように当局に書き送るが、

追及の手は柔らがなかつた
*20。

とはいえ逮捕者を待ち受けていた運命は、それほど厳しいものではなかつた。

厳罰はかえつて現地主力勢力である自由主義的クリオーリョの反発を招くと考

えた当局は、この計画を一部外国人の扇動によるものとし、602人にのぼつた逮

捕者のうち、最も重い刑としてキユーバからの追放に処せられたのは、レムス

を合む 25人に過ぎなかつた。大部分は釈放され、結社の主要メンバー2人に関

しては、南米への脱走に当局が手を貸していた可能性さえ示唆されている
*場。

しかしロマン主義的な想像力に富むエレディアには、このような展開は予想

もできなかつたし、受け容れることもできなかつたと思われる
*22。
手レディア

は1823年 11月 14日、ボストン行のベルガンティン船でキューバを脱出、同年

12月 4日 ボストンに到着する。かくして長きにわたる亡命生活が始まった。ア

メリカ合衆国においては、ニューヨークに居を定め、フィラデルフイアやナイ

アガラ瀑布を訪れ、詩作を行う一方、オシアンを翻訳し、シャトープリアンに

傾倒。スペイン人自由主義者 トマス。ヘネルと親交を結ぶ。とはいえ南国キュー

バの出身であるエレディアは、アメリカでの生活、特に冬の寒さに馴染めず、

メキシ平への移住を早くから考えていた。それでもニューヨークで 1825年、そ

れまで書き溜めた詩をまとめた『詩集 Poesias』 を刊行、これが 27年の『アメ

リカ総覧』紙上で、ベリョが好意的な評を残した版である。一方エレディアは

『詩集』刊行後、友人がメキシコ大統領から獲得してくれた公式招待状の到着

も待たず、同年8月 22日 メキシコヘと出発。10月 14日 メキシヨ市へ到着したと

きには、旅の疲れと途中麻疹に罹つたために、体調をひどく崩していた
*23。

メキシコでは時の大統領グアダルーペ・ビクトリアをはじめとする政府内の

友人の引き立てもあったが、一方「外人 extraniё ro」 登用を批判する勢力の妨

害によつて、五等官として職を得るのがやっとだつた。「外人」というレッテル

は、この後終生エレディアのメキシコでの栄達の妨げとなる
*24。 これはわずか

5年前まで、メキシコとキューバがスペイン領内の同じ行政区分であるヌエバ・

*"Lazo,op.cit.,p.XII.   ″

*21 Sevilla Soler,ρ
ク.θグ′.,pp.109-110.

222ェレデイアは、キユーバ当局による処罰が確定した後の1826年 に書かれた書簡において、もし23

年に逮捕されていたならば、自分はキューバかスペインの地下牢で獄死していたかもしれないと

記している。Chac6n y Calvo,″ .θグ1,pp.83‐84.参照。
*"Lazo,op.cit,pp XⅡ‐XⅡ I.,お よこドVald6s y de Latorre,op.cit.,pp XXXIV― XXXV.
*_24 Lazo,op.cit.,p.XIII.
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エスパーニャ副王領に属しており、先に記したようにそれゆえエレデイアがメ

キシコとキューバを行き来しながら学位を取得したことを考えれば、驚 くほど

急速なナショナル・アイデンティティの変化であり、渦中に置かれたエレディ

アにとつては耐え難いものだった。またメキシコ在住の亡命キューバ人グルー

プとの間でも車L蝶が生じ、彼を苦しめた
*25。

しかしエレディアはこの逆境にもめげず、『シラ Sグ′α』、『ティベリウス ab"例
といつた新古典主義的な、フランスの戯曲の模作である悲劇を発表。雑誌を創

刊したり、メキシコ科学芸術学院のメンバーに選ばれたりと活躍をし、27年に

は結婚もしている
*26。
同年クエルナバカの第一審裁判所判事に任用されるが、

ここでも「外人」の高位任用を禁じた法に妨げられ、降格を余儀なくされた。

ベリョが移住先のチリで民法作成やチリ大学初代総長として活躍しながらも、

異邦人として差別的に扱われることからくる疎外をかこつ 20年も前に、エレディ

アはより直接的な法的排除に苦しめられたのである*27.その後しばらくは活発

に仕事をこなすものの、ビクトリアからゲレーロ、プスタマンテとクーデター

によって次々大統領が替わる混乱の中で、30年ついには一時職を失うことにな

る*28。

同じ1827年、エレディアはメキシコからスペイン人を追放するという政策に

反対し、そのために2年後の29年に起きたスペインによるメキシコ侵攻計画 (失

敗に終わつたが、これも当然キューバを前線基地として利用していた)に関与

*25 chaCOn y CalvO,9ク
.ε″′,pp.92-93,

*26 valdOs y de Latorre,op cit,pp XXXVⅡ
I‐XL.

*27メ キシコにおけるナショナル・アイデンティティ確立の迅速さには、この地の独立運動が南米大

陸の汎アメリカ主義の影響を受けることなく、スペインvs.メ キシヨという対立軸を強調する形で

展開したことが寄与していると思われる。しかしながら、メキシヨと他のイスパノアメリカの間

にはつきりとした境界が存在すると考えられるようになったのは、それほど以前のことではなかつ

た。フェルナンデス=デ =リ サルデイが1816年に書いた『ペリキーリョ・サルニエントEI Periquillo
Sarniento』では、主人公が帰属するべき共同体は、いまだスペイン帝国全体からメキシヨ市周辺

の限定された地域まで、極めて伸縮自在な輪郭を持つものとして想像されており、そこにはキュー

バやフイリピンも合まれていた。花方寿行「『想像の共同体』と『ペリキーリョ・サルニエント』――

B・ アンダーソンの資料分析における問題点」『ラテンアメリカ研究年報』第22号 (2000年 )、 88-90

頁参照。同じリサルデイが1820年 に書いた『 ドン・カトリン・デ・ラ・ファチェンダ』でも、罪を

犯したメキシコ人の主人公はハバーナの監獄に送られており、この罰自体は特別なものとは見な

されていない。ただし釈放された主人公は「メキシヨ、我が祖国 M徴ico,mi patria」 に帰つたと
述べてヤヽる。 Fernandez de Lizardi,Josё Joaquin.Dθ 77 Cα ιπηル滋F/z励″滋 /Ⅳ″力θs′ηs′

“
夕磁αα;`饗 ed.de Roclo OviedO y Almudena 1/1● las.R/1adrid:Ediciones Catedra,2001,pp.

129-130.老舞照。
*28 Lazo,op.cit,pp.XIII― XIV.お よび Valdёs y de Latorre,op.cit.,pp.XLII‐ XLIII.
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したという中傷に曝される羽目になる
*29。 これは直前に書かれた詩「軍歌 Himn0

de guerra」 (1826)、 「ボリニバルに捧ぐ A Bolivar」 (1827)で 、スペイン支配

に苦しんだ末に独立を達成したアメリカというイメージが繰り返し描かれてい

ることを思えば、皮肉である。エレディアのスペイン人追放政策への反対とこ

れらの詩の両立は、彼がスペインによる植民地支配には強硬に異を唱えつつも、

スペイン人そのものを憎んではいなかつたことを示すものだが
*30、
同時に追放

という刑罰に対する、亡命者エレデイアの嫌悪の表れでもあった
*盟。

この間メキシヨにおいては、後の保守派と自由派の母胎となるエスコセス (ス

コットランド派)と ヨルキーノ (ヨ ーク派)と いう二つのフリーメイソン結社

が作られ、対立を深めて行く。エレディアはより自由主義的なヨルキーノ支持

者であった
*32。 この頃エレディアの詩がマドリッドで、アルベルト・リスタに

よつて評価されたことから、ハバーナの新聞にも作品が掲載された。しかし31

年には「黒鷲大軍団」陰謀事件に関与したとして、キューバ当局による死刑宣

告を受ける。同年、逆にメキシコではトルーカの判事職を得て、この地で政治・

文芸批評に活躍。32年には自らの手で増補改訂版『詩集』を刊行。相も変わら

ず「外人」として登用に反対する勢力の妨害にあうが、イグアラ綱領 12条によつ

てメキシコ住民全員に市民権が与えられていることを根拠として国籍問題に片

が付き、同年メキシコ州第 5回立法議会議員に選出される。しかし激務に体調を

崩し、33年辞任。ただし法律及び教育関連の仕事は続けた
*器。

だがメキシコの内政は、混舌Lを極めていた。1822年に反舌Lを起こしイトゥル

ビデ追放の立て役者となつて以来着実に力を強めていたサンタ=アナが、保守

派と自由派の対立を利用して、1834年大統領に就任。当初は自由派と提携した

が、反乱の続発に方針を転換し、34年から55年まで、保守派と連携してメキシ

コに君臨することになる。内戦期にはブスタマンテ独裁体制を倒す自由派とし

てサンタ=アナを支持したエレディアだつたが、この時期からは保守的な中央

政府の政策を批判し続けることになる。とはいえ自由派の活動にも幻滅を感じ

*29 Lazo,op.cit.,p.XIV.

*30 1bid,p.XIV.

潮 サンタ=アナ政権は1833年、4年前に自由派のゲレーロを処刑した前政権の関係者を追放に処す

ることを決める。これに対して本来自由派寄りであつたエレデイアは、追放は個人から法による

庇護を全て奪い去るものであるとしてt反対の論陣を張つている。Chac6n y Calvo,″ .ε Jム,p.
103.参照。
*"」ι′″,pp.94‐95.
*"Lazo,op.cit.,pp.XIV_XVI.
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るようになり、懸案の教育改革も予算不足等によって中止を余儀なくされ、エ

レディアはメキシヨのみならず、イスパノアメリカ全体の将来に悲観的になつ

てゅく
*34。 1835年の詩「C・アンドレス・キンターナ=ロ ー氏への書簡 Epistola

al C.AndrOs Quintana Roo」 において、エレディアはメキシコの現状に思い

をめぐらせ、「ネ申聖なる自由よ !(中略)デマゴーグは怒り狂い吠える、迷信と

狂信が天を涜するように、そなたの名を汚しながら。iSagrada Libertadl(… 。)/

(。…)/La demagogia furibunda brama/prOfanando tu nombre,cual
calurrlnian/superstici6n y fanatismo al cie10:」 *35と嘆いてiい る。

この頃キューバの状況は、完全に現状維持に落ち着いていた。1826年のパナ

マ会議で、ボリーバルをはじめとする独立イスパノアメリカ諸国の指導者たち

は、武力侵攻によるキューバとプエル トリコ解放について話し合っていたが、

結局具体的な動きにはつながらぬまま機会は失われていた
*86。
汎アメリカ主義

の旗手であつたボリーバルも1830年にこの世を去っており、キューバ国内にお

ける散発的な独立運動はほとんど反響を得られぬまま潰されていた。そうした

状況下、エレディアは老いた母をはじめとする家族にもう一度会いたいという

気持から、キューバ当局による恩赦を利用。1836年 11月 、遂にキューバに里帰

りを果たした。しかしキューバの独立派や自由主義者はこれを変節と見なし、

エレディアは須

`里

でよそよそしい反応に囲まれることとなった*37。 これに傷つ

いたエレディアは、翌 37年 1月 には早々にメキシコに戻ることになる。しかし

ここでも保守政権に迎合しないエレディアヘの風当たりは強くなり、同年国籍

条項を遡つて適用され、司法官職を解任、閑職に追いやられる。失意の中、結

核療養のためクエルナバカに移るも甲斐なく、1839年 メキシコ市に戻り、死去。

享年 36歳であった*38。

翻訳

比較的短く困難に満ちた生涯を送つたため、エレディアの残した詩作品は、

生前に彼自身が刊行したさして厚くはない『詩集』にほぼすべて収められてい

る。メキシコ時代に発表した戯由の評価は芳しくなく、彼の名声はあくまでも

詩に拠っている。だがこの僅かな詩作品によつて、エレディアは現在 19世紀初

*3'r Ibid., p. XVI.
*35 Heredia, of. cit., p.90.
*rc Sevilla Soler, op. cit., pp. 48-5I.
*37 Chac6n y Calvo, op. cit., pp. 179-181.
*N Lazo, op. cit., pp. XVI-XVil.
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頭イスパノアメリカ独立期の3大詩人の一人として、ベリョ、ホセ・ホアキン・

デ・オルメドと並び称されているのである。ここではなかでもエレディアの代

表作として名高い「チョルーラ神殿にて En el teocali de Cholula」 と「ナイ

アガラ Niagara」 を翻訳紹介する。どちらもポルーア版乃ω″sθ"り
″JαSを底

本として用いる。

なお「チヨルーラ神殿にて」は、1820年 に初めて発表されたが、1825年版『詩

集』に収録されるに際して、加筆修正が施された
*39。 さらに32年版『詩集』に

おいて、後半部分に改めて大幅な加筆修正が行われている。ポルーア版は32年

版を底本としているが、現在スペイン語圏で最も流布しているのがこの版であ

るため、本翻訳の底本としても用いることとした。なお「チョルーラ」の20年

版は失われており、25年版も研究者でもまず見かけることはない。なおアンド

レス・ベリョが 25年版『詩集』を批評した文章では、冒頭からかなりの長さに

わたつて「チヨルーラ」の引用がされているが、6連までは句読点や語句の小さ

な修正にとどまっている。7連冒頭は大意は同じながらそれまでに比べて大きく

異なつているが、残念ながら引用はここで終わっている。ただ少なくとも32年

の加筆修正が最後の3連に集中して行われたことは確認できる
*40。

ポルーア版の「チョルーラ神殿にて」には、特に断りもなく「1820年 12月 」

との執筆年月の記述があるが、これは先に述べた加筆修正が行われる以前の、

最初のヴァージョンの発表年月である。この時エレデイアはメキシコで大学生

活を送つている最中だつたが、25年版は亡命先のニューヨークで、32年版は再

び移住した独立後のメキシヨで出版と、作者を取り巻く状況が変わるにつれて、

それを反映する改稿が行われてきた。ベリョが引用した 25年版ではタイトルも

「あるメキシコの詩の描写的断片 Fragmentos descriptivos de un poema

meiiCanO」 となつており、エレディアが現在みられるよりももっと長い作品の

冒頭部としてこの作品を構想していた可能性がうかがわれる。もっともこのタ

イトルはベリョが 23年に発表した「詩神への誘い Alocud6n a la poesia」 の

副題「『アメリカ』と題する未発表の詩の断片Fragmentos de un poema inOdito,

titulado“ Amёrica"」 に似ており、20年の時点で既に「断片」とみなされてい

たのか、「詩神への誘い」発表後にその影響を受けて新たな構想の下改稿されて

いたのか、判断はつけられない。現在手に読むことのできる32年版は終盤が大

きく改められ完結した作品となつているが、そこではスペインからの独立達成

*m Ca五 Ha,θク.εグム,p.111.
*40 Bello,9ρ

 `グ′,pp.238-240
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後内紛が続くメキシコの政情を反映して、内戦に対する批判が強く打ち出され

ている。

しかし本作の評価を高めているのは、ややメッセージ先行のきらいがある終

盤ではなく、前半の自然描写である。これによって「チョルーラ」は、イスパ

ノアメリカの自然を19世紀らしい色彩と時間の変化を取り込んだ視覚描写によっ

て鮮やかに描き出した作品として、高く評価されている。全体の着想において

はフランスの啓蒙思想家ヴォルネの主著『遺跡』の影響が明らかだが、その文

章の美しさでただのイミテーションにはとどまっていない。

一方「ナイアガラ」は、エレディアが1824年 6月 15日 にこの滝を訪れた時の

記憶に基づいた作品
*4で、執筆年月ははつきりしていないが、翌 25年に出版さ

れた『詩集』に収録されている。この当時ニューヨークで亡命生活を送つてい

たエレディアの望郷の念と自然への驚嘆の思いが、 うまく結びついて表現され
ている。終盤恋人がいないことを嘆く部分はやや脱線した印象を与えるが、こ

の作品でも大部分を占める自然描写の鮮やかさが高く評価されている。エレディ

アがナイアガラを訪れたのは、当時一世を風靡していたシャトーブリアンの『ア

タラ』にこの滝が登場するからだが、エレディアの名声が今度は以後のイスパ

ノアメリカ詩人たちの間に、ナイアガラをテーマとして詩や文章を物する伝統

を生み出してゆく。キューバ出身のゴメス・デ・ラ・アベリャネーダ、ホセ 。

マルティ、ベネズエラのペレス・ボナルデらが、かくしてナイアガラを詣で作

品を生み出すことになったのである。

"En el teocali de Cholula"

iCu6nto es bella la tierra que habitaban

los aztecas valientes! En su seno

en una estrecha zona concentrados

con asombro se ven todos los climas
que hay desde el Polo al Ecuador.

Sus llanos

「チョルーラ神殿にて」

勇猛なるアステカ族の住まいし土地の、

女口何に美しきことか ! その胸元では
狭き地域に集められ、

極地から赤道地帯に至るあらゆる気候が

驚きと共に見られる。その平野を

Ⅲ41 Heredia y Heredia,JosO A/1aria.477′ θ′Og`α 力θ″αじαηα.ed.de Enlilio ValdOs y de Latorre,La

Habana:Cons● o Corporativo de Educaci6n,Sanidad y Beneficia,1939.pp l15-118 参tl照。
エレデイアはこの友人への手紙でその場で詩を書いたと記しているが、それが完成された「ナイ

アガラ」とどの程度一致するのかはわからない。
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cubren a par de las doradas mieses

las caflas deliciosas. El naranjo
y la pifla y el pldtano sonante,

hijos del suelo equinoccial, se mezclan

a la frondosa vid, al pino agreste,

y de Minerva el 6.rbol majestuoso.

Nieve eternal corona las cabezas

de Iztaccihual purisimo, Onzaba
y Popocatepetl, sin que el invierno, [sic.]

toque jamas con destructora mano

los campos fertilisimos, do ledo

los mira el indio en purpura ligera
y oro teflirse, reflejando el brillo
del sol en occidente, que sereno

en yelo [sic.] eterno y perennal verdura

a torrentes verti6 su luz dorada,

y vio a Naturaleza conmovida

con su dulce calor hervir en vida.

Era la tarde; su ligera brisa
las alas en silencio ya plegaba

y entre la hierba y Arboles dormia

mientras el ancho sol su disco hundia

detras Isic.] de lztacclhual. La
nieve eterna,

cual disuelta en mar de oro, semejaba

temblar en torno de el;un arco inmenso

que del empireo en el cenit finaba,

como espl6ndido p6rtico del cielo,

de luz vestido y centellante gloria,

de sus ultimos rayos recibia

los colores riquisimos. Su brillo
desfalleciendo fue; la blanca luna

金色の穂と同時に、

美味し砂糖黍が覆 う。

赤道直下の地の子であるオレンジと

パイナップルと音高きバナナが、

葉の茂 りし葡萄と、野生の松と、

ミネルヴァの威風堂々たる木と混じり合う。

万年雪が純粋極まりない

イシュタクシワル山とオリサーバ山、

ポポカテペ トル山の頭を飾るが、

冬は破壊をもたらす手で

いと豊穣なる野に触れることは決してない。

そこではほがらにインディオが薄紫と

金色に、西日の輝きを映して

それらが染まるのを見る。太陽は

静かに久遠の氷と永久の緑に

滝の如く黄金色の光を注ぎ、

揺るがされた自然がその優しき熱を受け、

命に沸き立つのを見た。

暮れ方であつた。かろき微風は

翼をはや沈黙のうちに折り

草々と木々の間に眠つていた。

かたや大きな太陽はその円盤を

イシュタクシウアル山の彼方に沈めて

いった。

万年雪は、黄金の海に溶け込みし如く、

山の周 りで震えるかに見えた。

天空の頂点に薄れゆく巨大なアーチは、

輝ける空の柱廊の如くt     ・
光と爆めく栄光に身を包み、

太陽の最期の輝きから

いと豊かなる色彩を受けていた。

その輝きは薄れていった。白い月と
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y de Venus la estrella solitaria   孤独なウェヌスの星が

en el cielo desierto se veian。    広漠たる空に見えた。
iCrepisculo feliz!Hora mas bella 幸福な黄昏よ ! 愛する夜や
que la alma nOche o el brillante dia, 輝ける昼よりも美しき時よ、

icuantO es dulce tu paz al alma mia! 汝が平穏は我が魂に如何に甘きことか !

Hallabame sentado en la famosa  我は著名なるチョルテカの

Choluteca piramide.Tendido    ピラミッドに座しありき。我が前に
elllano inmensO que ante mi yacia, 広大な平原が長々と横たわり、

10s OjOs a espaciarse convidaba. 視線を逢かに街往わせよと誘えり。

iQuё silenciO!iQuO paz!iOh!乏 QuiOn 何という静寂 ! 何とレヽう平和 !

diria               おぉ ! 誰ぞ言わん、
que en estos bellos campos reina alzada この美しき野に野蛮な抑圧が

la barbara opresi6n,y que esta tierra 傲慢にも支配し、 この地が
brota mieses tan ricas,abonada  かくも豊かな穂を芽吹かせるのは、

con sangre de holnbres,en que fue 迷信と戦争 |こ よって溢れかえりし、

lnundada

porla supersticiOn y porla guerra.¨P 人々の血によって月巴やされし故とは一?

Bai6 1a noche en tantO.De la esfera その間に夜となった。天空の

el leve azul,oscuro y mas Oscuro 薄い蒼は、暗くより暗く

se fue tornando;la movible sombra 変わっていった。空間を

de las nubes serenas,que volaban 微風の翼に乗って飛ぶ、

por el espacio en alas de la brisa,   静かな雲:の動く影が、

era visible en el tendido llano.  広がる平原の上に見て取れた。

Iztaccihual purisimo v01via    いと純なるイシュタクシワル山は

del argentado rayo de la luna   白銀の月影の穏やかな

el phcido fulgor,y en el oriente,   輝きを返し、 東方には、
bien como puntos de oro centelleaban 金の点の女日く鮮やかヤこ

ff―の

mil estrellas y mil.… iOh!iYo os saludo, さらに千の星が瞬いていた…おお !

fuentes de luz,que dela noche umbria 我はそなたらに挨拶を送る、

iluminais el ve10          光の泉、暗き夜のヴェールを照らし
y sois del firmamento poesia!   天空の詩であるそなたらに !
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Al paso que la luna declinaba,   月が傾き、輝きつつ

y al ocaso fulgente descendi五 ,   西方に下つてゆくにつれて、
con lentitud la sombra se extendia 徐々にポポカテペ トル山の影は広がり、

del Popocatepetl,y semdaba    巨大な亡霊の如くなっていらた。

fantasma colosal.El arco oscuro  暗きアーチが我に達し、

a mllleg6,cubri6me,y su grandeza 我を覆い、その巨大さは

fue mayor y mayor,hasta que al cabo さらに、さらに大きさを増し、ついには

en sombra universal ve16 1a tierra.宇 宙的な影で大地を隠すに至った。

Volvl los ojos al volcan sublime,  我は目を崇高なる火山に向けた。

que velado en vapores transparentes, 山は透明な蒸気に閉ぎされ、

sus inmensos contornos dibuiaba その巨大な輪郭を

de occidente en el cielo。      西の空に描いていた。

iGigante del Anahuacttc6mo el vudo 巨大なるアナウァク山よ ! 速き

de las edades rapidis nO imprime 世々の経過がそなたの雪置きし額に

alguna huella en tu nevada frenteP 何らの跡も残さぬのは如何なることか ?

Corre el tierrlpo veloz,alTebatando 時は速やかに走 り去る。猛々しい

ahos y siglos,como ei norte fiero 北風が己の前に大海の

precipita ante sl la muchedumbre 無数の波を魯き立てるが如くに、

de las olas del Mar.Pueblos y reyes 年々 と世紀を奪いつつ。民たちと王たちが
宙ste hervir a tus pies,que combatian 足下に沸き立つのをそなたは見た、

'

cual ora combatimos,y llamaban 現在我々が戦 うように戦い、その都を

etemas suS Ciudades,y creian   永遠と呼び、地をしてその栄光に

fatigar a la tierra con su gloria.  飽かせんものと信じおりしを。

Fueroni de ellos no resta nilnemoria.去 りぬ一
記
′
憶すら残さず。

こY ti etemo serasP Tal vez un dia  さらばそなたは常しえか ? おそらく
de tus profundas bases desquisiado いつの日か深き基石より害りれ落ちん。

caeras;abrumara tu gran ruina  そなたの巨大な廃墟は荒涼たる

al yermo Anahuac;alzaranse en ella アナウァク山を悩ません。その上に

nuevas generaciones,y orgullosas, 新たな世代が立ち上がり、高慢にも、

que fuiste negaran.¨        そなたが存在したことを否定せん…
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porla ley universalo Aun este mundo 普遍の法則によって。我らが住まう

tan bello y tan bJlante que habitamos, かくも美しくかくも輝けるこの世界さえ、

es el cad計 er palidO y deforme   かつてありし別の世界の

de otro mundo que fue.¨       蒼褪め歪みし骸なのだ…
En tal contemplaci6n embebecido かくなる黙想に没頭せりし

sorprendi6me el sopor.Un largo sueio 我を睡魔が襲えり。

de glorias engolfadas y perdidas  時の深き夜に入 り込み失われし

en la profunda noche de los tiempos, 栄光の長き夢が我が上に降り来 りき。

descendi6 sobre mi.La agreste pompa アステカの王たちの部びた栄華が

de 10s reyes aztecas despleg6se  果然たる我が眼前に広がれ り。

a mis ojos at6nitos.Veia     静かなる大勢の

entre la muchedumbre silenciosa  羽飾りを纏いし領主たちの中から

de emplumadOs caudillos levantarse 黄金と真珠、 羽根で刺編キさオした

el dOspota salvaie en rico trono,  豪華な王座に野蛮な専制君主が

de OrO,perlas y plumas recamado; 立ち上がるのを見たり、

y al son de caracoles belicosos   そして戦を告げる法螺員の音に合わせて

ir lentamente caminando al templo 広大な行列が神殿へとゆっくり

la vasta procesi6n,do la aguardaban 歩みを進めるのを、そこでは人間の血が

sacerdotes horribles salpicados  顔と衣服に飛び散つたおどろしげな

con sangre humana rostros y vesudos.神 官たちが待ち受けていた。

Con profundO estupor el pueblo esclavo 深き驚きのうちに奴隷の民は

las baias frentes en el polvo hundia, 低き額を土埃に埋め、

y ni mirar a su se■ or osaba,    主人を見ることすら憚れり。
de cuyos ojOs fё lwidos brotaba   その君主の熱き瞳からは

la saha del poder.        権力の残忍さが噴き出していた。

Tales ya,fueron      さるものは既に去りし、
tus monarcas,Anahuac,y su そなたの君主たちも、アナウァクよ、
o瑠ullo,              その高慢も、

su vil superstici6n y tirania    その卑なる迷信と暴政も

en el abismo del nO ser se hundieron.非 在の深淵へと沈潜せり。

Si,que la muerte,universal seiOra, さなり、世界の女主人である死は、

hiriendo a par al dOspota y esclavo, 専制君主と奴隷の両方を傷つけることで、
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escribe la igualidad sobre la tumba.墓 の上に平等を記す。

Con su manto benOfico el olvido  恵み深きマントによつて忘却は

tu insensatez oculta y tus ftrores そなたの愚かさと暴戻を

a la raza presente y la futura。   現在と未来の種族から隠す。
Esta inmensa estructura      この広大な構造物は

宙o a la superStici6n mas inhumana.[sic.]非 人間的な迷信の最たるものが、

En[sic.]ella entronizarse.Oy6 1os gritos そこで王位に就くのを目撃せり。

de agonizantes victimas,en tanto 神官が、憐憫も恐れもなく、

que el sacerdote,sin piedad ni espanto, 血塗れの心臓を引き抜く間、

les arrancaba el coraz6n sangriento; 瀕死の生贄があげる悲鳴を聞けり、

mir6 el vapor espeso de la sangre 血の濃厚な蒸気が

subir caliente al ofendido cie19,    侮辱された天へと温かく
`Э

ヤゴリ、

y tender en el,ol finebre velo,   太陽の面に不吉なヴェールを広げるを

見たり、

y escuch6 1os horrendos alaridos  そして神官たちが

con que los sacerdotes sofocaban 苦痛の叫びをかき消すためにあげる

el grito de dolor。          おぞましき叫びを聞けり。

Muda y desierta          黙し人気もなく
ahora te ves,piramide.iMas vale 今そなたはある、ピラミッドよ。何十

世紀も

que semanas de siglos yazcas yerma, そなたが荒れ果てて横たわり、

y la superstici6n a quien serviste そなたが仕えし迷信が

en el abismo del infierno duerma! 地獄の深淵で眠る方が遥かに良い !

A nuestros nietos■ ltimos,empero, 我らがうら若き孫たちには、しかしながら、

sOlecciOn saludablQ y hoy al hombre 有益な教訓たれ。そして今日取るに足らぬ

que ciego en su saber itil y vano 無益な知識に目を眩まされ、

al cielo,cual Titan,truena orgulloso, タイタンの如く天に高慢に

SO eiemplo ignominioso      大音声に呼ばわる人類には、

dela demencia y delfuror humano。 人間の狂瀾と暴戻の恥ずべき例となれ。

(Diciembre 1820)            (1820年 12月 )
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"Niagara" 「ナイアガラ」

Dadme milira,dadmela,que siento 我に竪琴を与えよ、我に与えよ、

en mi alma estremecida,y agitada 我が揺すぶられ魂に、かき乱され

arder la inspiraci6n.iOhiに uanto tiempo 霊感が燃ゆるのを感じるのだ。おお !

如何に多くの時が

en tinieblas pas6,sin que mi frente 我が額がその光に輝くことなく、

brillase con su luz… .!Niagara undosO, 闇のうちに過ぎたことか !

漣立つナイアガラよ、

tu sublime terrOr s61o podria    そなたの崇高なる恐怖のみが

tornarlne el don divino,que ensaiada 苦悩の無慈悲な手が残忍に

我より奪いし聖なる賜物を

me rob6 del do10r la mano impia,我 に返すことができるだろう。

Torrente prodigioso,calma,calla  驚異的なる激流よ、静まれ、

tu truenO aterrador:disipa un tanto 恐るべき轟きを収めよ。いま少し

las tinieblas que en torno te circundan; そなたの周りを囲む間を払え。

daame contemplar tu faz serena, 我にそなたの穏やかな面を見つめさせ、

y de entusiasmo ardiente mi alma llena.我が魂を燃ゆる興奮で満たせ。

Yo digno soy de contemplartc siempre 我はそなたを見つめるに相応しき者なり。

lo comin y mezquino dedehandO,  常にありふれたさもしきものを軽蔑しつつ、

ansiё por lo terrifico y sublime.  恐るべき崇高なるものを我は切に求めり。

Al despeharse el huracan furiosO, 猛り狂うハリケーンが襲いかかる時、

al retumbar sobre mi frente el rayo, 我が額の上に雷が轟く時、

palpitando goca宙 al ocё ano,   戦きつつ我は歓べり。我は大洋を見たり、
azotado pOr austro y proceloso,  南風と嵐に鞭打たれ、

combatir mi bttel,y ante mis plantas 我が乗船が闘うのを、そして我が足下に

v6rtice hirviente ab五 r,y amO el peligro.沸 き返る渦が口を開けるのを見たり、

そして危険を愛せり。

Mas del mar la fiereza       されど海の荒々しさも
en mi alma no produio      我が魂にそなたの偉大さの如き
la profunda impresi6n que tu grandeza.深 き印象は残さざりき。

Sereno corres,mttestuoso;y lueb00 穏やかにそなたは流れる、堂々と。そして
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en esperos peflascos quebrantado,

te abalanzas violento, arrebatado,

como el destino irrestible y ciego,

jqu6 voz humana describir podria

de la sirte rugiente

aterradora f.az? El alma mia

en vago pensamiento se confunde

al mirar esa f6rvida corriente,

que en vano quiere la turbada vista

en su vuelo seguir al borde oscuro

del precipicio altisimo: mil olas,

cual pensamiento rapidas pasando

chocan, y se enfurecen,

y otras mil y otras mil ya las alcanzan,

y entre espuma y fragor desaparecen.

iVed! illegan, saltan! El abismo horrendo

devora los torrentes despeflados:

crfzanse en el mil iris, y asordados

vuelven los bosques el fragor tremendo.

En las rigidas peflas

rompese el agua: vaporosa nube

con el6stica fuerua

llena el abismo en torbellino, sube,

gira en torno, y al 6ter

luminosa pirfmide levanta,

y por sobre los montes que le cercan

al solitario cazador espanta.

Mas iqu6 en ti busca mi anhelante vista

con inritil af6n? iPor qu6 no miro

ごつごつとした岩塊に打ち砕かれ、

引き擢われて、激しく身を投げる、

避けられぬ盲目の運命のように。

いかなる人間の声に描くことができようか、

吠えるが如き砂州の

恐るべき面を? 我が魂は
この濠る流れを見て

模糊たる思いに狼狽え、

惑 う視線はいと高き断崖の

暗き端にその飛躍を追わんと

虚しく望む。千の波が

素速き思いの如 く過ぎながら、

ぶつかりあい、猛 り、

次なる千の、さらなる千の波が

すぐさまそれに追いつき、

泡と轟音のうちに消えてゆく。

見よ ! やつてくる、跳ぶ !

恐ろしき深淵が

転落する急流を呑み込む。

そこに千の虹が交錯し、耳を聾されし

森は凄まじき轟音を返す。

ごつごつとした岩に

水は砕ける。蒸気の如き雲が

しなやかな力を持ち

深淵を渦となって満たし、たち昇り、

旋回し、エーテルヘと

輝けるピラミッドを建立し、

それを取 り巻く山々の上で

孤独な狩人を驚かす 6

しかしそなたに何を

我が切望する眼差しは

無益な熱意もて探し求めるか? なぜ我は
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alrededor de tu caverna inmensa

las palmas iay! las palmas deliciosas,

que en las llanuras de mi ardiente patria

nacen del sol a la sonrisa, y crecen,

y al soplo de las brisas del Oc6ano,

bajo un cielo purisimo se mecen?

Este recuerdo a mi pesar viene...

nada ioh Ni6gara! falta a tu destino

ni otra corona que el agreste pino

a tu terrible majestad conviene.

La palma, y mirto, y delicada rosa,

muelle placer inspiren y ocio blando

en frivolo jardin: a ti la suerte

guardo mas digno objeto, m6s sublime.

El alma libre, generosa, fuerte,

viene, te ve, se asombra,

el mezquino deleite menosprecia
y aun se siente elevar cuando te nombra.

iOmnipotente Dios! En otros climas

vi monstruos execrables,

blasfemando tu nombre sacrosanto,

sembrar error y fanatismo impio,
los campos inundar en sangre y llanto,

de hermanos atizar la infanda guerra,

y desoiar freneticos la tierra,
vilos, y el pecho se inflamo a su vista
en grave indignacion. Por otra parte

vi mentidos fil6sofos, que osaban

そなたの巨大な洞窟の周囲に

椰子を見出さないのか ?

ああ ! 素晴らしき椰子、
我が燃え立つ祖国の平原に

太陽の微笑みを受けて生まれ、大洋の

微風のそよぎを受けて育ち、

澄み切つた空の下揺れる椰子を ?

この思い出は我が意に反して訪れる…

何も、おおナイアガラ !

そなたの運命に欠けてはおらぬ、

野生の松以外の冠も

そなたの恐るべき威容には似合わず。

椰子、銀梅花、そして繊細な薔薇は、

軽薄な庭園での安逸な快楽と

柔弱な怠惰を触発すればいい。そなた

に運命は

より相応しく、より崇高な目的を用意した。

自由な、寛大な、勁き魂は、

到 り、そなたを見、驚き、

卑賤なる快楽を軽蔑し、

そなたの名を呼ぶだけで

高められるかに感ずる。

万能なる主よ ! 他の地域で我は

おぞましき怪物を見たり、

神聖なる御名を冒涜しつつ

過誤と冷酷な狂信の種を撒き、

野を血 と嘆きで溢れさせ、

忌まわしい兄弟間の戦を煽 り、

狂瀾のうちに大地を荒廃させるのを

見たり、そしてその光景に胸は

激しい怒りに膨らめり。他所にては

嘘つきの哲学者どもを見たが、彼らは
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escrutar tus miste五 os,ultraiarte,  あなたの神秘を探 り出し、

あなたに舌L暴を働こうと思いあがり、

y de impiedad allamentable abismo 不信の嘆くべき深淵へ と

a los miseros hombres arrastraban.哀 れな人々を引きずりゆけり。

Por eso te busc6 mi dё bil mente  それ故に我が弱き心は

en la sublime soledad:ahora    あなたを崇高なる孤独に求めたが、今や

entera se abre a ti;tu mano siente 完全にあなたに開かれており、あなたの手を

én esta inmensidad que me circunda, 我を取り囲むこの広大さに感じ、

y tu profunda voz hiere mi seno  あなたの深き声は我が胸を

de este raudal en ёl etemo trueno。 この瀑布の永久の雷鳴の中で傷つける。

iAsombroso torrente!        驚くべき瀧よ !

iC6mo tu vista el animO enttena  そなたの光景はいかに心を
′洸惚とさせ

y de terror y admiraci6n me llena! 恐怖と驚嘆で我を満たすか !

ιDo tu origen esta?乏 Quion fe■iliza そなたの源はいずこに?

何者がそなたの無尽の泉を

por tantos siglos tu inexhausta fuente? これほどの世紀にわたり

豊かにしてきたのか ?

`Quё

 poderOsa mano        いかなる力ある手が
hace que al recibirte        そなたを受け入れても大地に

no rebose en la tierra e1 0cOanoP  大洋が溢れぬようにしているのか ?

Abri6 el Se■ or su mano ominipotente; 主はその全能なる手を開かれた、

cubri6 tu faz de nubes agitadas,  そなたの面を沸き返る雲で覆われ、

dio su voz a tus aguas despeiadas, その声を転げ落ちるそなたの水に与えらオL
y orn6 con su arco tu ter五 ble frente。 その弓もてそなたの恐るべき額を飾られた。

iCi電o,profundo,infatigable corres, 盲目で、深く、疲れを知らず

そなたは流れる、

como eltoFente OscuЮ de los siglos 計り知れぬ永遠を行く

en insondable etemidad.¨ !iAl hOmbre 幾世紀の暗き流れの如く… ! 人間から
huyen asl las ilusiOnes gratas,   快き幻、花咲く日々は

10S f10FeCientes dias,        かくの如く逃げ去り、

y dёspierta al dolor.… !iAyl attostada 苦痛に目覚めん! ああ! 疲れ果て
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yace mi juventud; mi faz, marchita;
y la profunda pena que me agita
ruga mi frente, de dolor nublada.

Nunca tanto senti como este dia
mi soledad y misero abandono
y lamentable desamor... ;Podria
en edad borrascosa

sin amor ser feliz? ioh! isi una hermosa

mi cariflo fijase,

y de este abismo al borde turbulento
mi vago pensamiento

y ardiente admiraci6n acompaflase!

iComo gozara, viendola cubrirse
de leve palidez, y ser m6s bella
en su dulce terror, y sonreirse

al sostenerla mis amantes brazos...!

iDelirios de virtud...! iAy! iDesterrado,
sin patria, sin amores,

s6lo miro ante mi llanto v dolores!

iNi6gara poderosa!

iAdios! iAdios! Dentro de pocos afros

ya devorado habra mi tumba fria
a tu d6bil cantor. iDuren mis versos

cual tu gloria inmortal! iPueda piadoso

viOndote algirn viajero,

dar un suspiro a la memoria mia!
Y al abismarse Febo en occidente,

feliz yo vuele do el Seflor me llama,

我が青春は横たわり、我が面は簑れ果てる。

そして我を揺さぶる深き苦悩は

痛みに曇らされし我が額に数を亥Jむ。

この日ほど我が孤独と

惨めな放逐と嘆くべき愛の欠如を

感じしときはなかりき…

嵐荒ぶ年頃にありて

愛なくして幸福たりうるや ?

おお ! もし麗人の
我が愛情を定め、

この深淵の騒然たる縁にて

我が漠たる思いと

熱き賛美に付き添いあれば !

いかなる喜びならん、彼女が

軽 く蒼褪め、その甘き怖れにあって

より美しく、そして恋する我が両腕が

その身を支えると微笑むのを見るは !

美徳の錯乱… ! ああ ! 追放され、
祖国も、愛もなく、

ただ我が前には嘆きと苦痛を見るのみ !

力強きナイアガラよ !

さらば !  さらば !  数年後には

冷たき墓所がそなたの力弱き歌い手を

食らい尽 くしておらん。

そなたの不滅の栄光の如く

我が詩の生き永らえんことを !

憐れみ深き

旅人ありて、そなたを眺め

我が思い出に溜息つかんことを !

そして太陽が西に沈む時、

幸せに我は主が呼ばわる所へと飛び、
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y al escuchar los ecos de mifama, 我が名声の木霊を聞いて、

alce en las nubes la radiosa frente.雲 間にて晴れ晴れと額をあげんことを。
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